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研究背景

日本では国政選挙のたびにオンライン上で VAAが公開されている。手軽に自分の考えと一致する政

党を知ることができる便利な VAAは、1994年の選挙法改正後、政策中心となった選挙に参加するコス

トを下げるものとして日本に導入された。しかし、投票コストを下げる目的で導入された VAAが実際

に投票参加を促しているか否かは明らかにされていない。

研究目的

日本における VAAの利用が投票参加に与える影響を実証分析で確認し、VAAの利用が投票参加を

促すのかどうかを検証する。VAAの利用が投票参加に与える影響を推定することで、VAAの利用が投

票率を上げる手段となり得るかどうかを確認することができる。

研究方法

2022年 7月に行われた参議院議員通常選挙の前後で一般の有権者を対象にオンラインサーベイ実験

を行った。1回目調査で回答者を処置群と対照群に無作為に振り分け、読売新聞が公開している VAA

を利用するように処置群の被験者を誘導した。実際の投票日を挟んで行った 2回目調査で、投票に参加

したかを尋ねた。得られたデータに対して、ロジスティック回帰モデルを用いた分析を行い、VAAの

利用が投票率に与える影響を推定した。

分析結果

VAAを利用するように誘導した処置群のほうが刺激を与えない対照群よりも、約 69%の確率で投票

確率が高くなることが明らかになった。また処置群と対照群の投票率の差の平均値は約 4.4%ポイント

と推定された。

結論

VAAの利用は約 69%の確率で投票参加を促すが、約 31%の確率で投票参加を妨げる。よって VAA

の利用が投票参加を促すとは言い切れず、VAAの利用は投票率を上げるという目的では必ずしも有効

な手段とは言えないことが明らかになった。
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